『風俗通義』正失篇訳注稿(上) by 道家 春代
『
風
俗

義
』
正
失
篇
訳
注
稿
（
上
）
道
家
春
代
本
稿
は
、
後
漢
應
劭
撰
『
風
俗

義
』
第
二
「
正
失
」
の
訳
注
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
一
部
し
か
訳
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
続
稿
を
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
十
八
輯
（
二
〇
〇
六
年
三
月
発
行
予
定
）
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。
本
文
に
は
原
則
と
し
て
呉
樹
平
『
風
俗

義
校
釋
』（
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）
を
用
い
、
香
港
中
文
大
學
中
國
文
化
研
究
所
『
風
俗

義
逐
字
索
引
』（
香
港
・
商
務
印
書
館
、
一
九
九
六
年
）、
王
利
器
『
風
俗

義
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
一
年
）、
及
び
季
嘉
玲
「
風
俗

義
校
注
」（『
臺
灣
師
範
大
學
研
究
所
集
刊
』
第
二
十
一
號
、
一
九
七
七
年
）
を
参
照
し
た
。
残
念
な
が
ら
朱
季
海
『
風
俗

義
校
箋
』（
学
術
書
林
、
一
九
九
六
年
）、
趙
泓
『
風
俗

義
全
訳
』（
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
は
入
手
で
き
ず
、
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
邦
訳
に
中
村
璋
八
、
清
水
浩
子
『
風
俗
通
義
』（
明
徳
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
が
あ
る
が
、
疑
問
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
本
稿
に
も
解
釈
に
迷
う
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
、
ま
た
筆
者
の
気
づ
か
ぬ
誤
訳
や
見
落
と
し
も
あ
る
と
危
惧
し
て
い
る
。
ど
う
か
ご
批
正
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
目
次
０
（
正
失
篇
序
）
１
樂
正
后

一
足
２
丁
氏
家
穿
井
得
一
人
３
封
泰
山
禪
梁
父
４
葉
令
祠
０
（
正
失
篇
序
）
孔
子
曰
「
衆
善
焉
、
必
察
之
、
衆
惡
焉
、
必
察
之①
。」
孟
軻
云
「
堯
舜
不

其
美
、
桀
紂
不

其
惡②
。」「
傳
言
失
指
、
圖
景
失
形③
。」「
衆
口
鑠
金
、
積
毀

骨④
。」
久
矣
其
患
之
也
。
是
故
樂
正
后

有
一
足
之
論⑤
、
晉
師
己
亥
渡
河
有
三
豕
之
文⑥
。
非
夫
大
聖
至
明
、
孰
能
原
析
之
乎
。
論
語
「
名
不
正
則
言
不
順⑦
。」
易
稱
「
失
之
毫
釐
、
差
以
千
里⑧
。」
故
糾
其
謬
曰
正
失
也
。
〔
注
〕
①
『
論
語
』
衞
靈
公
「
子
曰
衆
惡
之
、
必
察
焉
、
衆
好
之
、
必
察
焉
。」
②
今
本
『
孟
子
』
に
こ
の
文
無
し
。
③
『
顏
氏
家
訓
』
書
證
「
孟
子
曰
圖
景
失
形
」
周
法
高
『
顔
氏
家
訓
彙
注
』
に
盧
文

補
注
「
孟
子
外
書
孝
經
第
三
『
傳
言
失
指
、
圖
景
失
形
、
言
治

覈
實
』」
を
引
く
。
今
こ
の
二
句
も
孟
子
の
言
葉
と
し
て
訳
す
。
④
『
史
記
』
張
儀
列
傳
及
び
魯
仲

鄒
陽
列
傳
「
衆
口
鑠
金
、
積
毀
銷
骨
。」
ま
た
『
國
語
』
周
語
下
「

曰
衆
心
成
城
、
衆
口
鑠
金
。」
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⑤後
に
詳
解
が
あ
る
。
⑥
『
呂
氏
春
秋
』
察
傳
に
こ
の
こ
と
の
解
が
あ
る
。「
己
」
の
字
を
「
三
」
に
、「
亥
」
を
「
豕
」
に
誤
っ
た
文
の
こ
と
。『
呂
氏
春
秋
』
察
傳
に
は
「
樂
正
后

一
足
」「
丁
氏
家
穿
井
得
一
人
」
の
解
も
載
せ
て
い
る
。
⑦
『
論
語
』
子
路
。
⑧
『

苑
』
建
本
「
易
曰
、
建
其
本
而
萬
物
理
、
失
之
毫
釐
、
差
以
千
里
。」
今
本
『
易
』
に
こ
の
文
無
し
。
易
緯
の
文
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
向
宗
魯
『

苑
校
證
』
は
「
必
古
十
翼
佚
文
無
疑
」
と
い
う
。
〔
訓
読
〕
孔
子
曰
く
「
衆
焉
を
善
し
と
す
る
も
、
必
ず
之
を
察
し
、
衆
焉
を
惡
む
も
、
必
ず
之
を
察
せ
よ
」
と
。
孟
軻
云
ふ
、「
堯
舜
其
の
美
に

へ
ず
、
桀
紂
其
の
惡
に

へ
ず
。」「
言
を
傳
へ
て
指
を
失
ひ
、
景
を
圖
き
て
形
を
失
ふ
」
と
。「
衆
口
金
を
鑠とか
し
、
積
毀
骨
を

す
。」
久
し
き
か
な
其
れ
之
を
患
ふ
や
。
是
の
故
に
樂
正
后

に
一
足
の
論
有
り
、
晉
師
己
亥
渡
河
に
三
豕
の
文
有
り
。
夫
の
大
聖
至
明
に
非
ざ
れ
ば
、
孰
か
能
く
之
を
原
析
せ
ん
や
。
論
語
に
「
名
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
言
順
な
ら
ず
」
と
。
易
に
稱
す
「
之
を
毫
釐
に
失
へ
ば
、
差
以
て
千
里
な
ら
ん
」
と
。
故
に
其
の
謬
り
を
糾
し
て
正
失
と
曰
ふ
な
り
。
〔
訳
〕
孔
子
は
「
多
く
の
人
々
が
そ
れ
を
賞
賛
し
て
い
る
場
合
も
、
悪
口
を
言
っ
て
い
る
場
合
も
、
必
ず
そ
れ
が
本
当
か
ど
う
か
確
か
め
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
孟
子
は
「
堯
と
舜
の
時
代
は
優
れ
た
こ
と
ば
か
り
と
さ
れ
、
桀
と
紂
は
何
で
も
悪
い
こ
と
ば
か
り
と
さ
れ
て
い
る
」「
言
葉
を
伝
え
た
だ
け
で
そ
の
正
し
い
意
味
を
伝
え
な
い
、
影
を
描
い
た
だ
け
で
そ
の
形
を
正
確
に
描
い
て
な
い
」
と
言
う
。
ま
た
俗
諺
に
「
大
勢
の
口
は
金
属
を
も
鑠
か
し
、
み
ん
な
が
毀
れ
ば
骨
肉
の
関
係
さ
え
解
消
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
。
間
違
っ
た
伝
聞
の
害
は
な
ん
と
久
し
い
昔
か
ら
あ
る
の
だ
。「
舜
の
樂
正
の
后

は
一
本
足
だ
っ
た
」と
い
う
論
が
生
ま
れ
た
り
、「
晉
の
師
が
己
亥
に
河
を
渡
っ
た
」
が
「
三
匹
の
豕
を
渡
し
た
」
と
い
う
文
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
大
聖
至
明
の
人
以
外
の
誰
が
こ
う
し
た
誤
謬
の
源
を
た
ず
ね
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
論
語
に
「
名
称
が
正
し
く
な
け
れ
ば
言
葉
は
正
し
く
伝
わ
ら
な
い
」
と
あ
り
、
易
に
「
根
本
で
ほ
ん
の
わ
ず
か
間
違
っ
た
だ
け
で
も
、
最
後
は
千
里
も
隔
た
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
篇
で
は
世
の
誤
謬
を
糾
す
こ
と
と
し
、「
正
失
」
と
題
す
る
。
１
樂
正
后
	①
一
足
俗

、

一
足
而
用

專
、
故
能
調
暢
於
音
樂
。

按
、
呂
氏
春
秋②
「
魯
哀
公
問
於
孔
子
『
樂
正

一
足
、
信
乎
。』
孔
子
曰
『
昔

舜
以

爲
樂
正③
、
始
治
六
律
、
和
均
五
聲
、
以

八
風
、
而
天
下
服
。
重
黎
又
薦
能
爲
音
④
、
舜
曰
「
夫
樂
天
地
之

、
得
失
之

、
故
唯
聖
人
爲
能
和
樂
之
本⑤
。

能
和
之
、


天
下
、
若

一
足
矣
。」
故
曰

一
足
、
非
一
足
行⑥
。』」
〔
注
〕
①

に
同
じ
。『
文

』
張
衡
「
東
京
賦
」
李
善
注
「
后

、
舜
時
掌
樂
官
。」
②
『
呂
氏
春
秋
』
愼
行
論
六
曰
察
傳
。
③
『
呂
氏
春
秋
』「
昔

舜
欲
以
樂
傳
教
於
天
下
。乃
令
重
黎
舉

於
草
莽
之
中
而

之
、
舜
以
爲
樂
正
。」
④
『
呂
氏
春
秋
』「
重
黎
又
欲

求
人
。」
高
誘
注
「

求
如


也
。」
⑤
「
樂
之
本
」
は
六
律
、
五
聲
を
指
す
か
。
⑥
『
韓
非
子
』
外
儲

左
下
に
も
哀
公
と
孔
子
の
問
答
が
あ
り
、
孔
子
の
答
え
を
二
つ
載
せ
て
い
る
。
一
つ
は
「


忿

惡
心
、
人
多
不

喜
也
。
雖
然
、
其
所
以
得

於
人
害

、
以
其
信
也
、
人
皆
曰
獨
此
一
、
足
矣
。

非
一
足
也
、
一
而
足
也
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
「

、
人
也
、
何
故
一
足
。
彼
其
無
他
異
、
而
獨

於
聲
、
堯
曰

一
而
足
矣
、
使
爲
樂
正
。
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故
君
子
曰
有
一
足
、
非
一
足
也
」
で
あ
る
。『
論
衡
』
書

篇
に
も
「

一
足
」
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
呉
樹
平
は
『
山
a
經
』
大
荒
東
經
「
東
a
之
内
有
流
波
之
山
、
有
獸
b
如
牛
、
蒼
色
無
角
、
一
足
能
走
、
出
入
水
則
必
風
雨
、
目
光
如
日
月
、
其
聲
如
雷
、
其
名
曰

。
c
帝
以
其
皮
冒
鼓
、
聲
聞
五
百
里
」
他
を
引
い
て
、「
可
見

一
足
之
論
來
自
d
話
傳

」
と
云
う
。
〔
訓
読
〕
俗

に
い
ふ
、
一
足
に
し
て
用
て

專
な
り
、
故
に
能
く
音
樂
を
調
暢
す
、
と
。
ん
で
按
ず
る
に
、
呂
氏
春
秋
「
魯
の
哀
公
孔
子
に
問
ふ
、『
樂
正
の

一
足
な
る
は
、
信
か
』
と
。
孔
子
曰
く
『
昔
、
舜

を
以
て
樂
正
と
爲
し
、
始
め
て
六
律
を
治
め
、
五
聲
を
和
均
し
、
以
て
八
風
に

ず
。
而
し
て
天
下
服
す
。
重
黎
又
能
く
音
を
爲
す

を
薦
め
ん
と
す
る
に
、
舜
曰
く
「
夫
れ
樂
は
天
地
の

、
得
失
の
節
な
り
、
故
に
唯
だ
聖
人
の
み
能
く
樂
の
本
を
和
す
と
爲
す
。

能
く
之
を
和
し
、
天
下
を


か
に
す
、

の
若
き
は
一
に
て
足
れ
り
」
と
。
故
に
曰
く

一
足
と
、
一
足
に
て
行
く
に
非
ず
。』」
〔
訳
〕
俗
説
に
、

は
一
（
本
）
足
の
た
め
精
神
を
純
一
に
保
ち
、
そ
れ
で
音
樂
を
調
和
し
暢
び
や
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
。
謹
ん
で
考
究
い
た
し
ま
す
。
『
呂
氏
春
秋
』
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
魯
の
哀
公
が
孔
子
に
「
楽
正
の

が
一
本
足
だ
っ
た
の
は
、
本
当
で
す
か
」
と
問
う
た
。
孔
子
は
答
え
た
。「
昔
、
舜
は

を
楽
正
に
任
じ
ま
し
た
。
は
始
め
て
六
律
六
呂
を
整
え
、
五
聲
を
調
和
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
音
楽
が
八
方
の
風
に
乗
っ
て
広
が
っ
た
の
で
、
天
下
が
舜
に
服
し
ま
し
た
。
重
黎
が
音
楽
に
長
け
た
者
を
さ
ら
に
舜
に
推
薦
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
舜
は
『
そ
も
そ
も
音
楽
は
天
地
の
精
粋
で
あ
り
、
政
治
の
得
失
を
決
定
す
る
肝
要
で
あ
る
。
だ
か
ら
た
だ
聖
人
だ
け
が
楽
の
根
本
を
調
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

は
音
楽
を
調
和
し
て
、
天
下
を
平
か
に
し
た
。

の
よ
う
に
優
れ
た
も
の
は
一
人
で
十
分
で
あ
る
』
と
言
っ
て
そ
れ
を
止
め
ら
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

一
足
と
い
う
の
は
、
一
本
足
で
歩
く
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
２
丁
氏
家
穿
井
得
一
人
俗

、
丁
氏
家
穿
井
、
得
一
人
於
井
中
也
。

按
、
呂
氏
春
秋①
「
宋
丁
氏
無
井
、
常
一
人
漑
汲
於
外
、
及
自
穿
井
、
喜
而
告
人
、『
吾
穿
井
得
一
人
。』
傳
之
、
聞
於
宋
君
、
公
問
其
故
、
對
曰
『
得
一
人
之
使
、
非
得
一
人
於
井
中
也②
。』」
〔
注
〕
①
『
呂
氏
春
秋
』
愼
行
論
六
曰
察
傳
。「

一
足
」
の
項
に
続
く
。
こ
の
後
に
は
正
失
篇
序
に
引
く
「
晉
師
己
亥
渡
河
有
三
豕
之
文
」
の
項
が
あ
る
。
②
『
論
衡
』
書

篇
に
も
議
論
が
あ
る
。
〔
訓
読
〕
俗

に
い
ふ
、
丁
氏
の
家
井
を
穿うが
ち
、
一
人
を
井
の
中
よ
り
得
た
る
な
り
、
と
。
ん
で
按
ず
る
に
、
呂
氏
春
秋
「
宋
の
丁
氏
に
井
無
く
、
常
に
一
人
外
に
漑
汲
す
。
自
ら
井
を
穿
つ
に
及
び
、
喜
び
て
人
に
告
ぐ
、『
吾
井
を
穿
ち
一
人
を
得
た
り
』
と
。
之
を
傳
へ
て
、
宋
君
に
聞
す
。
公
其
の
故
を
問
へ
ば
、
對
へ
て
曰
く
『
一
人
の
使
を
得
た
り
、
一
人
を
井
の
中
よ
り
得
た
る
に
非
ざ
る
な
り
』」
と
。
〔
訳
〕
俗
説
に
、
丁
氏
の
家
で
は
井
戸
を
掘
っ
た
と
き
、
井
戸
の
中
か
ら
人
一
人
を
手
に
入
れ
た
、
と
い
う
。
謹
ん
で
考
究
い
た
し
ま
す
。
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『風俗義』正失篇訳注稿（上）
『
呂
氏
春
秋
』
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
宋
の
丁
氏
に
は
井
戸
が
無
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
一
人
外
へ
出
か
け
て
水
を
汲
ん
で
い
た
。
そ
の
後
自
分
の
家
で
井
戸
を
掘
っ
た
時
、
喜
ん
で
人
に
「
私
は
井
戸
を
掘
っ
て
一
人
手
に
入
れ
ま
し
た
」
と
話
し
た
。
そ
れ
が
宋
君
に
伝
わ
っ
た
。宋
君
が
丁
氏
に
ど
う
い
う
わ
け
か
尋
ね
る
と
、「
一
人
分
の
働
き
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
人
一
人
を
手
に
入
れ
た
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
。
３
封
泰
山
禪
梁
父
俗

、
岱
宗
上
有
金
篋
玉
策
、
能
知
人
年
壽
脩
短
。
武
帝
探
策
得
十
八
、
因
讀
曰
八
十
、
其
後
果
用
耆
長
。
武
帝
出
璽
印
石
、
裁
有
兆
朕
、
奉
車
子
侯

沒
其
印
、
乃
止
。
武
帝
畏
惡
、
亦

去
之①
。
封
禪
書

「
c
帝
升
封
泰
山
、
於
是
有
龍
垂

、
下

c
帝
。
c
帝
上
騎
、
羣
臣
後
宮
從

七
十
餘
人
、
小
臣
獨
不
得
上
、
乃
悉
持
龍

、
拔
墮
c
帝
之
弓
。
小
臣
百
姓
仰
望
c
帝
不
能
復
、
乃

其
弓
而
號
、
故
後
世
因
曰
烏
號
弓②
。」
孝
武
皇
帝
時
、
齊
人
公
孫
e
言
「
f
之
聖

在
高

之
孫
、
今
	
正
値
c
帝
之
日
、
聖
主
亦
當
上
封
、
則
能
d
仙
矣③
。」

按
、

書
禮
「
天
子

守
、

二
月
至
于
岱
宗④
。」
孔
子
稱
「
封
泰
山
禪
梁
父
、
可
得
而
數
七
十
有
二⑤
。」
蓋
王

受
命
、
易
姓
改
制
、
應
天
下
太


、
功
成
封
禪
、
以
告


也⑥
。
所
以
必
於
岱
宗

、
長
、
萬
物
之
宗
、
陰
陽
交
代
、
觸
石
而
出
、
膚
寸
而
合
、
不
崇
朝

雨
天
下
、
唯
泰
山
乎⑦
。
封

立
石
高
一
丈
二
赤⑧
、
剋
之
曰
「
事
天
以
禮
、
立
身
以
義
、
事
父
以
孝
、
成
民
以
仁
。
四
守
之
内
、
莫
不
爲
郡
縣
、
四
夷
八
蠻
、
咸
來
貢
職
。
與
天
無
極
、
人
民
蕃
息
、
天
祿
永
得
。」
祭
上
玄

、
而
俎
生
魚
。
壇
廣
十
二
丈
、
高
三
尺⑨
、
階
三
等
。
必
於
其
上
、
示


高
也
。
剋
石
紀
號
、

己
績
也
。
或
曰
金
泥
銀
繩
、
印
之
璽
。
下
禪
梁
父
、
禮
祠
地
主
、
去
事
之

、
示


廣
也
。
禪
謂
壇

當
有
所
與
也
。
三
皇
禪
於
繹
繹
、
明
己
功
成
而
去
、


居
之
。
繹
繹

、
無
所
指
斥
也
。
五
帝
禪
於
亭
亭
、

不
及
於
皇
。
亭
亭
名
山
、
其
身
禪
于
聖
人
。
三
王
禪
於
梁
父
、
梁

信
、
信
父

子
、
言
父
子
相
信
與
也
。
孝
武
皇
帝
封
廣
丈
二
尺
、
高
九
尺
、
其
下
有
玉
牒
書
、
書
祕
。
江
淮
間
一
茅
三
脊
爲
d
藉
、
五
色
土

雜
封
、
縱

方
奇
獸
飛
禽
及
白
雉
、
加
祠

牛
犀
象
之
屬
。
其
享
曰
「
天


授
皇
帝
泰
元
d
筴
、
周
而
復
始
、
皇
帝
敬
拜
泰
靈
。」
其
夜
有
光
如
流
星
、
晝
有
白
雲
起
封
中
。
於
是
作
明
堂

上
、
令

侯
各
治
邸
。
車
駕
前
後
五
至
祠
、
以
元
鼎
六
年
告
封
、
改
爲
元
封
、
武
帝
已
年
四
十
七
矣
、
何

反
更
得
十
八
也
。
就
若
所
云
、
明
d


、
必
有

應
、
權
時
倒
讀
、
焉
能
誕
招
期
乎
。
奉
車
子
侯
驂
乘
弄
臣
、
不
預
封
事
、
何
因
操
印
沒
石
、
乃
止
。
暴
病
而
死
、
悼

無
已
。
又
言
武
帝
與
仙
人
對

、
碁
沒
石
中
、
馬
蹄
迹
處
于
今

存
、

妄
若
此
、
非
一
事
也
。
予
以
空
僞
承
乏
東
嶽
、
忝
素
六
載
、
數
經

祠
、
咨
問
長
老
賢

上
泰
山

云
、
謂
璽
處
剋
石
文
昧

知
也
、
殊
無
有
金
篋
玉
牒
探
籌
之
事
。
春
秋
以
爲
傳
聞
不
如
親
見
。
見
之
人
斯
爲
審
矣
。
傳
曰
「
五
帝
聖
焉
死
、
三
王
仁
焉
死
、
五
伯
智
焉
死
。」
其
隕
落
崩
薨
之
日
、
不
能
咸
至
百
年
。
詩
云
「
三
后
在
天
。」
論
語
曰
「
古
皆
沒
。」
太
史
記
「
c
帝
葬
於
橋
山
。」
騎
龍
升
天
、
豈
不
怪
乎
。
烏
號
弓

、
柘
桑
之
林
、
枝
條
暢
茂
、
烏
登
其
上
、
下
垂

地
、
烏

飛
去
、
從
後
撥

、
取
以
爲
弓
、
因
名
烏
號
耳
。
〔
注
〕
①
『
史
記
』
封
禪
書
「
天
子
 
已
封
泰
山
、
無
風
雨
災
、
而
方
士
更
言
 
!

d
若
將
可
得
、
於
是
上
欣
然
庶
幾
!
之
、
乃
復
東
至
a
上
望
、
冀
!
 
!
焉
。
奉
車
子
侯
暴
病
、
一
日
死
。
上
乃
"
去
。」
索
隱
の
引
く
『
新
論
』
に
「
武
帝
出
璽
印
石
、
財
有
朕
兆
、
子
侯
則
沒
印
、
帝
畏
惡
、
故

之
」
と
あ
る
。
呉
樹
平
は
「
兆
朕
」
は
ご
く
微
細
な
亀
裂
で
、
物
事
の
起
こ
る
「
徴
兆
」
に
喩
え
る
と
い
う
。
子
侯
は
霍
去
病
の
子
、
武
帝
が
封
の
た
め
に
泰
山
に
登
っ
た
と
き
た
だ
一
人
付
き
従
っ
た
。注
"#
"$
参
照
。「
出
璽
印
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石
」
に
つ
い
て
は
注
"%
参
照
。
②
公
孫
e
が
武
帝
に
封
禅
を
勧
め
る
言
葉
の
中
に
あ
り
、文
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。「
c
帝
&
首
山
銅
、
鑄
鼎
於
荊
山
下
。
鼎
 
成
、
有
龍
垂
胡

、
下

c
帝
。
c
帝
上
騎
、
羣
臣
後
宮
從
上

七
十
餘
人
、
龍
乃
上
去
。
餘
小
臣
不
得
上
、
乃
悉
持
龍

、
龍

拔
、
墮
、
墮
黄
帝
之
弓
。
百
姓
仰
望
c
帝
上
天
、
乃

其
弓
與
胡

而
號
、
故
後
世
因
名
其
處
曰
鼎
湖
、
其
弓
曰
烏
號
。」
傍
線
部
分
、
訓
読
と
訳
は
封
禪
書
に
し
た
が
う
。
③
封
禪
書
「
齊
人
公
孫
e
曰
今
年
得
寶
鼎
、
其
冬
辛
巳
朔
旦
冬
至
、
與
c
帝
時
等
。
e
有
札
書
曰
c
帝
得
寶
鼎
宛
#
、
問
於
鬼
臾
區
。
鬼
臾
區
對
曰
帝
得
寶
鼎
d
策
、
是

己
酉
朔
旦
冬
至
、
得
天
之
紀
、
終
而
復
始
。
於
是
c
帝

日
推
策
、
後
率
二
十

復
朔
旦
冬
至
、
凡
二
十
推
、
三
百
八
十
年
、
c
帝
僊
登
于
天
。
…
上
大

、
乃
召
問
e
、
…
e
曰
…
（
申
公
書
）
曰
f
之
聖

在
高

之
孫
且
曾
孫
也
。
…
f
主
亦
當
上
封
、
上
封
則
能
僊
登
天
矣
。
…
」
こ
の
後
に
注
②
の
文
が
あ
る
。
汾
陰
で
宝
鼎
が
出
土
し
た
の
は
、
元
鼎
四
年
六
月
。当
時
年
初
は
十
月
で
あ
っ
た
の
で
、「
其
冬
辛
巳
朔
旦
冬
至
」
は
元
鼎
五
年
に
な
る
。
泰
山
に
封
禅
し
た
の
は
元
鼎
七
年
（
改
元
し
て
元
封
元
年
）。
④
『

書
』
舜
典
「

二
月
東

守
至
于
岱
宗
。」『
禮
記
』
王
制
「
天
子
五
年
一

守
。

二
月
東

守
至
于
岱
宗
。」
⑤
封
禪
書
「
管
仲
曰
古

封
泰
山
禪
梁
父

七
十
二
家
。
而
夷
吾
所
記

十
有
二
焉
。
…
其
後
百
有
餘
年
、
而
孔
子
論
$
六
%
、
傳
略
言
易
姓
而
王
、
封
泰
山
禪
乎
梁
父

七
十
餘
王
矣
、
其
俎
豆
之
禮
不
章
、
蓋

言
之
。」
ま
た
『
白
虎

義
』
封
禪
も
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
⑥
呉
樹
平
は
『
風
俗

義
』
山
澤
篇
、『
白
虎

義
』
封
禪
に
も
と
づ
い
て
、
傍
線
部
分
は
「
蓋
王

受
命
易
姓
、
改
制
應
天
、
天
下
太


、
功
成
封
禪
、
以
告
太


也
」
と
す
る
べ
き
と
い
う
。『
逐
字
索
引
』
も
同
じ
。
今
訓
読
と
訳
は
こ
れ
に
従
う
。
⑦
呉
樹
平
は
「
宗
」
は
「
始
」
に
作
る
べ
き
と
い
う
。
今
こ
れ
に
従
う
。
ま
た
こ
の
部
分
は
『
風
俗

義
』
山
澤
篇
「
岱

、
始
也
。
宗

、
長
也
。
萬
物
之
始
、
陰
陽
交
代
、
雲
觸
石
而
出
、
膚
寸
而
合
、
不
崇
朝

雨
天
下
、
其
惟
泰
山
乎
」
に
よ
り
校
正
す
る
べ
き
と
い
う
。『
逐
字
索
引
』
は
「
宗
者
長
也
。
萬
物
之
宗
、
陰
陽
交
代
、
雲
觸
石
而
出
、
膚
寸
而
合
、
不
崇
朝

雨
天
下
、
唯
泰
山
乎
」
に
作
る
。『
春
秋
公
羊
傳
』
僖
公
三
十
一
年
「
觸
石
而
出
、
膚
寸
而
合
、
不
崇
朝
而

雨
乎
天
下

、
唯
泰
山
爾
。」「
膚
寸
」
は
わ
ず
か
の
長
さ
。「
崇
朝
」
は
夜
明
け
か
ら
朝
食
ま
で
の
間
。
⑧
「
赤
」
は
「
尺
」
に
通
じ
る
。『
f
書
』
武
帝
紀
注
の
引
く
「
應
劭
曰
」
が
「
三
丈
一
尺
」
に
作
る
ほ
か
、
諸
書
に
よ
る
引
用
に
数
字
の
違
い
が
あ
る
。
⑨
『
f
書
』
武
帝
紀
注
の
引
く
「
應
劭
曰
」
は
「
高
三
尺
」
を
「
高
二
丈
」
に
作
る
。
"%
『
逐
字
索
引
』「
封
之
以
印
璽
」
に
作
る
。『
白
虎

義
』
封
禪
「
或
曰
封

金
泥
銀
繩
、
或
曰
石
泥
金
繩
、
封
之
以
印
璽
。」
壇
の
下
に
埋
め
る
玉
牒
書
を
入
れ
た
石
を
封
泥
す
る
こ
と
を
い
う
か
。『
續
f
書
』祭
祀
志
上
の
光
武
帝
が
武
帝
の
封
禅
の
儀
を
調
査
さ
せ
、
封
禅
に
使
用
す
る
も
の
を
議
論
さ
せ
た
と
き
の
報
告
に
、「
有
司
奏
當
用
方
石
再
累
置
壇
中
、皆
方
五
尺
、
厚
一
尺
、
用
玉
牒
書
藏
方
石
。
牒
厚
五
寸
、
長
尺
三
寸
、
廣
五
寸
、
有
玉
檢
。
…
檢
用
金
縷
五
周
、
以
水
銀
和
金
以
爲
泥
。
玉
璽
一
方
寸
二
分
、
一
枚
方
五
寸
」
と
あ
る
。
"'
『
白
虎

義
』
封
禪
に
「
言
禪

、
明
以
成
功
相
傳
也
」
と
い
う
。「

」
は
禅
の
儀
式
を
行
う
場
所
。『
禮
記
』
祭
法
「
是
故
王
立
七
廟
、
一
壇
一

」
(
玄
注
「
封
土
曰
壇
、
除
地
曰

。」
")
『
逐
字
索
引
』
に
拠
っ
た
。
呉
樹
平
は
「
父

子
」
と
し
、「
仍
有
誤
文
」
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『風俗義』正失篇訳注稿（上）
と
い
う
。
"#
封
禪
書
「
封
泰
山
下
東
方
、
如
郊
祠
太
一
之
禮
。
封
廣
丈
二
尺
、
高
九
尺
、
其
下
則
有
玉
牒
書
、
書
祕
。
禮
畢
、
天
子
獨
與
侍
中
奉
車
子
侯
上
泰
山
、
亦
有
封
。
其
事
皆
禁
。
…
江
淮
*
一
茅
三
脊
爲
d
藉
。
五
色
土

雜
封
。
縱

方
奇
獸
蜚
禽
及
白
雉

物
、
頗
以
加
禮
。
牛
犀
象
之
屬
不
用
。
…
封
禪
祠
、
其
夜
若
有
光
、
晝
有
白
雲
起
封
中
。
天
子
從
禪
&
、
坐
明
堂
、
羣
臣
更
上
壽
。
…
又
下
詔
曰
「
古

天
子
五
載
一

狩
、
用
事
泰
山
、

侯
有
朝
宿
地
、
其
令
諸
侯
各
治
邸
泰
山
下
。」「
玉
牒
書
」
に
つ
い
て
は
注
"%
参
照
。
傍
線
部
は
封
禪
書
に
従
う
。「
加
禮
」
は
孝
武
本
紀
に
「
加
祠
」
に
作
る
。
"+
封
禪
書
の
太
初
元
年
の
記
事
に
「
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
、
推
,
以
本
統
。
天
子
親
至
泰
山
、
以
十
一
月
甲
子
朔
旦
冬
至
日
祠
上
帝
明
堂
、
毋
脩
封
'
。
其
贊
饗
曰
天


授
皇
帝
太
元
d
策
、
周
而
復
始
、
皇
帝
敬
拜
太
一
」
と
あ
る
。「
周
而
復
始
」は
十
一
月
の
朔
旦
が
甲
子
の
日
で
冬
至
に
当
た
り
、
暦
が
一
巡
り
し
て
始
め
に
戻
っ
た
こ
と
を
い
う
か
。
漢
は
こ
の
年
に
暦
を
改
正
し
「
太
初
」
に
改
元
し
た
。
注
③
の
公
孫
e
の
札
書
中
に
「
鬼
臾
區
對
曰
帝
得
寶
鼎
d
策
、
是

己
酉
朔
旦
冬
至
、
得
天
之
紀
、
終
而
復
始
」
と
あ
る
。
"-
注
"#
参
照
。
".
封
禪
書
「
初
、
天
子
封
泰
山
、
泰
山
東
北
阯
古
時
有
明
堂
處
、
處
險
不
敞
。
上
欲
治
明
堂
奉
高
旁
、
未
曉
其
制
度
。
濟
南
人
公
玉
帶
上
c
帝
時
明
堂
圖
…
於
是
上
令
奉
高
作
明
堂

上
、
如
帶
圖
。」
"/
注
"#
参
照
。
"$
『
史
記
』
衞
將
軍
驃
騎
列
傳
「
驃
騎
將
軍
（
霍
去
病
）
元
狩
六
年
卒
。
…
子
(
代
侯
。
(
少
、
字
子
侯
、
上
愛
之
、
幸
其
壯
而
將
之
。
居
六

、
元
封
元
年
、
(
卒
、
謚
哀
侯
。」
哀
侯
と
謚
さ
れ
て
い
る
。
"0
未
詳
。
1%
『
春
秋
公
羊
傳
』
隱
公
元
年
「
所
見
異
辭
、
所
聞
異
辭
、
所
傳
聞
異
辭
」
に
拠
る
か
。
1'
『
史
記
』
范
)
蔡
澤
列
傳
「
范
)
曰
…
五
帝
之
聖
焉
而
死
、
三
王
之
仁
焉
而
死
、
五
伯
之
賢
焉
而
死
。
烏
獲
任
鄙
之
力
焉
而
死
、
成
荊
孟
賁
王
慶
忌
夏
育
之
勇
焉
而
死
。
死
者
人
之
所
必
不

也
。」
又
『
戰
國
策
』
秦
策
。
1)
『
詩
經
』
大
雅
下
武
「
三
后
在
天
、
王
配
于
京
」
毛
傳
「
三
后
、
大
王
王
季
文
王
也
。
王
、
武
王
也
。」
(
箋
「
此
三
后
 
沒
登
遐
、

氣
在
天
矣
。」
1#
『
論
語
』
顔
淵
「
曰
去
食
。
自
古
皆
有
死
。
民
無
信
不
立
。」
1+
『
史
記
』
五
帝
本
義
「
c
帝
崩
、
葬
橋
山
。」
1-
『
淮
南
子
』
原
*
訓
「
射

扞
烏
號
之
弓
」
高
誘
注
「
烏
號
、
桑
柘
、
其
材
堅
勁
、
烏
+
其
上
、
及
其
將
飛
、
枝
必
橈
下
、
勁
能
復
、
2
烏
隨
之
、
烏
不
敢
飛
、
號
呼
其
上
、
伐
其
枝
以
爲
弓
、
因
曰
烏
號
之
弓
也
。」
高
誘
注
こ
の
後
に
「
一

」
と
し
て
黄
帝
之
弓
説
が
続
く
。「
桑
柘
」
は
や
ま
ぐ
わ
。
〔
訓
読
〕
俗

に
い
ふ
、
岱
宗
の
上
に
金
篋
玉
策
有
り
て
、
能
く
人
の
年
壽
の
脩
短
を
知
る
。
武
帝
策
を
探
り
十
八
を
得
、
因
り
て
讀
み
て
八
十
と
曰
ふ
。
其
の
後
果
し
て
用
っ
て
耆
長
た
り
。
武
帝
璽
を
出
だ
し
石
に
印
す
る
に
、
裁
わ
づ
か
に
兆
朕
有
り
。
奉
車
の
子
侯

ち
其
の
印
を
沒
し
、
乃
ち
止
む
。
武
帝
畏
れ
惡
み
、
亦
た
之
を

去
す
。
封
禪
書
に

く
「
c
帝
升
り
て
泰
山
に
封
ず
。
是
に
於
い
て
龍
有
り
て

を
垂
れ
、
下
り
て
c
帝
を
迎
ふ
。
c
帝
上
騎
す
。
羣
臣
後
宮
の
從
ふ

七
十
餘
人
、
龍
乃
ち
上
り
去
る
。
餘
小
臣
上
る
を
得
ず
。
乃
ち
悉
く
龍

を
持
て
ば
、
龍

拔
け
、
墮
ち
、
c
帝
の
弓
を
墮
す
。
小
臣
百
姓
c
帝
の
復
す
能
は
ざ
る
を
仰
望
し
、
乃
ち
其
の
弓
を

き
て
號よ
ぶ
。
故
に
後
世
因
り
て
烏
號
弓
と
曰
ふ
」
と
。
孝
武
皇
帝
の
時
、
齊
人
公
孫
e
言
ふ
「
f
の
聖

高

の
孫
に
在
り
。
今
	
正
に
c
帝
の
日
に
値
ふ
。
聖
主
亦
た
當
に
上
り
て
封
ず
べ
し
。
則
ち
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仙
を
能
く
せ
ん
」
と
。

ん
で
按
ず
る
に
、

書
と
禮
と
に
「
天
子

守
し
て
、

二
月
に
岱
宗
に
至
る
」
と
。
孔
子
稱
す
「
泰
山
に
封
じ
、
梁
父
に
禪
す
る
も
の
、
得
て
七
十
有
二
を
數
ふ
べ
し
」
と
。
蓋
し
王

命
を
受
け
姓
を
易
へ
、
制
を
改
め
天
に
應
じ
、
天
下
太
平
、
功
成
り
て
封
禪
し
、
以
て
太


を
告
ぐ
る
な
り
。
必
ず
岱
宗
に
於
て
す
る
所
以
は
、
長
た
り
て
、
萬
物
の
始
、
陰
陽
交
代
し
、
石
に
觸
れ
て
出
で
、
膚
寸
に
し
て
合
し
、
崇
朝
な
ら
ず
し
て

く
天
下
に
雨
ふ
ら
す
は
、
そ
れ
唯
だ
泰
山
の
み
か
。
封
ず
る

は
石
高
一
丈
二
赤
を
立
て
、
之
に
剋
し
て
曰
く
「
天
に
事
ふ
る
に
禮
を
以
て
し
、
身
を
立
つ
る
に
義
を
以
て
し
、
父
に
事
ふ
る
に
孝
を
以
て
し
、
民
を
成
す
に
仁
を
以
て
す
。
四
守
の
内
、
郡
縣
と
爲
ら
ざ
る
な
く
、
四
夷
八
蠻
、
咸
く
來
り
て
貢
職
す
。
天
と
と
も
に
極
り
無
く
、
人
民
蕃
息
し
、
天
祿
永
く
得
ん
」
と
。
祭
る
に
玄

を
上
た
て
ま
つ
り
、
生
魚
を
俎そな
ふ
。
壇
廣
十
二
丈
、
高
三
尺
、
階
は
三
等
な
り
。
必
ず
其
の
上
に
於
て
す
る
は
、
高
き
を


す
を
示
す
な
り
。
石
に
剋
し
て
號
を
紀
し
、
己
の
績
を

す
な
り
。
或
ひ
は
曰
く
、
金
泥
銀
繩
、
之
に
璽
を
印
す
、
と
。
下
り
て
梁
父
に
禪
し
、
地
主
を
禮
祠
す
。
事
の

を
去
り
、
廣
き
を


す
を
示
す
な
り
。
禪
は
壇

の
當
に
與
ふ
る
所
有
る
を
謂
ふ
な
り
。
三
皇
は
繹
繹
に
禪
す
。
己
の
功
成
り
て
去
り
、

あ
る

之
に
居
る
を
明
ら
か
に
す
。
繹
繹
は
、
指
斥
す
る
所
無
き
な
り
。
五
帝
は
亭
亭
に
禪
し
、

は
皇
に
及
ば
ず
。
亭
亭
は
名
山
な
り
、
其
の
身
は
聖
人
に
禪
せ
ら
る
。
三
王
は
梁
父
に
禪
す
。
梁
は
信
な
り
、
父
を
信
ず
る

は
子
な
り
、
父
子
相
信
與
す
る
を
言
ふ
な
り
。
孝
武
皇
帝
の
封
、
廣
丈
二
尺
、
高
九
尺
、
其
の
下
に
玉
牒
書
有
り
、
書
祕
す
。
江
淮
の
間
の
一
茅
三
脊
を
d
藉
と
爲
し
、
五
色
土
を

し
封
に
雜
じ
え
、

方
の
奇
獸
、
飛
禽
及
び
白
雉
を
縱はな
ち
、
頗
る
以
て
禮
を
加
ふ
。

、
牛
、
犀
、
象
の
屬
用
ひ
ず
。
其
の
享
に
曰
く
「
天
皇
帝
に
泰
元
の
d
筴
を


授
し
、
周
り
て
復
た
始
ま
る
、
皇
帝
泰
靈
に
敬
拜
す
」
と
。
其
の
夜
光
の
流
星
の
如
き
有
り
、
晝
白
雲
の
封
中
よ
り
起
こ
る
有
り
。
是
に
於
て
明
堂
を

上
に
作
り
、
諸
侯
を
し
て
各
お
の
邸
を
治
め
し
む
。
車
駕
前
後
五
た
び
至
り
て
祠
る
、
元
鼎
六
年
に
告
封
す
る
を
以
て
、
改
め
て
元
封
と
爲
す
、
武
帝
已
に
年
四
十
七
た
り
、
何
に

り
て
か
反
っ
て
更
に
十
八
を
得
ん
や
。
就たと
ひ
云
ふ
所
の
若
き
も
、
明
d
の


、
必
ず

應
有
り
、
權
時
に
倒
讀
し
て
、
焉
ん
ぞ
能
く
誕
い
つ
は
り
て
期
を
招
か
ん
や
。
奉
車
の
子
侯
驂
乘
の
弄
臣
に
し
て
、
封
事
に
預
ら
ず
、
何
に
因
り
て
印
を
操
り
石
を
沒
し
、
乃
ち
止
ま
ん
。
暴
か
に
病
み
て
死
せ
し
な
れ
ば
、
悼

已
む
な
し
。
又
言
ふ
、
武
帝
仙
人
と
對

し
、
碁
し
て
石
中
に
沒
す
、
馬
蹄
の
迹
の
處
今
に

存
す
、
と
。

妄
な
る
こ
と
此
く
の
若
き
は
、
一
事
に
非
ざ
る
な
り
。
予
空
僞
を
以
て
東
嶽
に
承
乏
し
、
忝
素
す
る
こ
と
六
載
、
數
し
ば

祠
を
經
い
と
な
む
。
長
老
の
賢

の
泰
山
に
上
る

に
咨
問
し
て
云
へ
ば
、
謂
へ
ら
く
、
璽
の
處
、
剋
石
文
昧
に
し
て
知
り

く
、
殊
に
金
篋
玉
牒
の
探
籌
の
事
有
る
無
し
、
と
。
春
秋
以
て
傳
聞
は
親
見
に
如
か
ず
と
爲
す
。
見
る
の
人
斯
れ
審
ら
か
と
爲
す
な
り
。
傳
に
曰
く
「
五
帝
聖
焉
に
し
て
死
し
、
三
王
仁
焉
に
し
て
死
し
、
五
伯
智
焉
に
し
て
死
す
」
と
。
其
の
隕
落
崩
薨
の
日
、
咸
な
百
年
に
至
る
能
は
ず
。
詩
に
云
ふ
「
三
后
天
に
在
り
」
と
。
論
語
に
曰
く
「
古
の
ひ
と
皆
沒
す
」
と
。
太
史
記
「
c
帝
橋
山
に
葬
ら
る
」
と
。
龍
に
騎
り
て
天
に
升
る
と
は
、
豈
に
怪
し
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
烏
號
の
弓
は
、
柘
桑
の
林
、
枝
條
暢
茂
し
、
烏
其
の
上
に
登
れ
ば
、
下
に
垂
れ
て
地
に

く
、
烏

に
飛
び
去
れ
ば
、
後
從
り
撥

す
、
取
り
て
以
て
弓
と
爲
せ
ば
、
因
り
て
烏
號
と
名
づ
く
の
み
。
〔
訳
〕
俗
説
に
云
う
。
岱
宗
（
泰
山
）
の
上
に
は
金
筐
に
入
っ
た
玉
策
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
れ
ば
人
の
寿
命
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
帝
が
策
を
探
し
当
て
た
と
こ
ろ
、
十
八
と
い
う
寿
命
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
逆
さ
に
読
ん
で
八
十
と
し
た
。
そ
の
後
実
際
に
長
寿
を
得
た
。
武
帝
が
泰
山
で
封
禅
し
た
と
き
玉
璽
を
取
り
出
し
て
玉
牒
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書
を
入
れ
た
石
を
封
泥
す
る
た
め
に
印
を
押
し
た
と
こ
ろ
、
封
泥
に
わ
ず
か
に
亀
裂
が
入
っ
た
。
奉
車
の
子
侯
は
す
ぐ
さ
ま
そ
の
印
を
隠
し
、
そ
の
こ
と
は
そ
れ
ま
で
と
な
っ
た
。
し
か
し
武
帝
は
（
亀
裂
が
入
っ
た
こ
と
を
不
吉
だ
と
）
畏
れ
悪
み
、
子
侯
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
。『
史
記
』
封
禪
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
黄
帝
が
泰
山
に
登
っ
て
封
禅
す
る
と
、竜
が
頬
髯
を
垂
れ
て
降
り
て
き
て
黄
帝
を
迎
え
た
。
黄
帝
は
竜
に
乗
っ
た
。
群
臣
と
後
宮
の
宮
女
た
ち
七
十
人
あ
ま
り
が
従
う
と
、
竜
は
天
に
昇
っ
て
い
っ
た
。
残
り
の
小
臣
た
ち
は
竜
に
乗
る
こ
と
が
で
き
ず
、
み
な
竜
の
髯
を
つ
か
ん
だ
が
、
髯
が
抜
け
て
落
ち
て
し
ま
い
、
そ
の
と
き
持
っ
て
い
た
黄
帝
の
弓
も
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
小
臣
や
人
民
は
も
う
戻
っ
て
こ
な
い
黄
帝
を
仰
ぎ
慕
い
、そ
の
弓
を
抱
い
て
さ
け
ん
だ
。
そ
こ
で
後
世
「
烏
号
弓
」
と
い
う
名
が
弓
に
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。」「
孝
武
皇
帝
の
と
き
、
斉
の
人
公
孫
卿
は
『（
申
公
の
札
書
に
よ
れ
ば
）
漢
の
聖
者
は
高
祖
の
孫
の
世
代
に
あ
た
り
ま
す
。（
宝
鼎
が
汾
陰
よ
り
出
土
し
ま
し
た
今
年
は
冬
の
十
一
月
の
朔
旦
が
冬
至
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
黄
帝
が
宝
鼎
を
得
た
時
も
朔
旦
が
冬
至
で
し
た
。
黄
帝
は
三
百
八
十
年
後
の
朔
旦
冬
至
の
年
に
天
に
上
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
）
今
ま
さ
に
暦
は
黄
帝
が
天
に
登
僊
し
た
時
に
一
致
し
て
お
り
ま
す
。
聖
主
（
で
あ
る
上
さ
ま
）
も
泰
山
に
登
っ
て
封
を
行
う
べ
き
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
神
仙
と
な
ら
れ
る
で
し
ょ
う
』
と
言
っ
た
。」
謹
ん
で
考
究
い
た
し
ま
す
。
『

書
』
舜
典
と
『
禮
記
』
王
制
に
「
天
子
は
天
下
を
巡
幸
し
、
二
月
に
岱
宗
に
至
る
」
と
あ
り
、
孔
子
は
「
泰
山
に
封
を
行
い
、
梁
父
に
禅
を
行
っ
た
も
の
は
七
十
二
王
数
え
ら
れ
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
王
者
は
天
命
を
受
け
て
前
の
別
の
姓
の
王
者
と
交
代
し
、
天
に
呼
応
す
る
よ
う
制
度
を
改
め
、
天
下
が
太
平
を
む
か
え
、
功
績
が
完
成
し
た
の
ち
封
禅
し
、
天
に
太
平
を
報
告
す
る
。
必
ず
岱
宗
（
泰
山
）
で
封
禅
す
る
の
は
、
泰
山
は
五
岳
の
長
で
あ
っ
て
、万
物
生
成
の
始
ま
り
に
は
陰
陽
が
交
代
す
る
が
、
陰
陽
の
気
が
石
に
触
れ
て
生
成
し
た
雲
が
、
当
初
は
き
れ
ぎ
れ
だ
っ
た
の
に
合
わ
さ
っ
て
み
る
み
る
大
き
く
な
り
、
早
朝
の
う
ち
に
天
下
に

く
雨
を
ふ
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
泰
山
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
封
を
行
う
王
者
は
そ
の
記
念
に
石
碑
を
立
て
る
。
そ
の
高
さ
は
一
丈
二
尺
で
、「
礼
に
則
っ
て
天
に
事
え
、
義
を
指
針
に
人
格
を
完
成
し
、
孝
に
よ
っ
て
父
に
事
え
、
仁
を
持
っ
て
民
を
育
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
天
下
を
治
め
た
た
め
、
四
方
の
く
に
は
す
べ
て
郡
県
と
な
っ
て
支
配
下
に
お
さ
ま
り
、周
辺
四
方
八
方
の
蛮
夷
も
、咸
く
朝
貢
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
が
天
下
が
天
と
と
も
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
人
民
は
安
ら
か
に
、
天
禄
が
永
え
に
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
」
と
文
を
刻
む
。
そ
の
祭
り
に
は
玄
酒
（
水
）
と
生
魚
を
供
え
る
。
祭
壇
は
広
さ
十
二
丈
四
方
、
高
さ
三
尺
、
壇
に
登
る
階
段
は
三
段
で
あ
る
。
必
ず
壇
の
上
で
封
を
行
う
の
は
、
己
の
功
績
が
ま
す
ま
す
高
く
な
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
石
に
己
の
号
を
刻
み
、
己
の
功
績
を
著
す
の
で
あ
る
。
ま
た
（
玉
牒
に
刻
文
し
、
そ
れ
を
）
銀
縄
で
く
く
り
金
泥
で
緘
し
、
そ
れ
に
璽
を
印
す
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
封
が
終
わ
る
と
泰
山
を
下
り
て
梁
父
で
禅
を
行
い
、
地
主
を
礼
に
よ
っ
て
祠
る
。
天
下
を
治
め
る
と
い
う
事
業
が
衰
え
る
こ
と
が
な
く
、
ま
す
ま
す
広
が
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
禅
と
は
封
壇
と
禅

を
譲
り
渡
す
相
手
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。
三
皇
は
繹
繹
で
禅
を
行
い
、
己
の
功
が
完
成
し
た
の
で
去
っ
て
有
徳
者
に
譲
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
繹
繹
は
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
無
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
五
帝
は
亭
亭
で
禅
を
行
っ
た
が
、
そ
の
徳
は
三
皇
に
及
ば
な
か
っ
た
。
亭
亭
は
名
山
で
あ
り
、
自
身
が
聖
人
に
天
下
を
譲
ら
れ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
三
王
は
梁
父
で
禅
を
行
っ
た
。
梁
は
信
、
父
を
信
じ
る
者
は
子
で
あ
る
か
ら
、
父
子
が
信
を
も
っ
て
代
々
天
下
を
伝
え
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
孝
武
皇
帝
の
封
壇
は
、
広
さ
は
一
丈
二
尺
、
高
さ
は
九
尺
、
そ
の
下
に
玉
牒
書
が
埋
め
ら
れ
た
が
、
書
の
内
容
は
秘
密
と
さ
れ
た
。
江
水
と
淮
水
の
間
に
生
育
し
た
一
つ
の
茎
に
三
つ
の
節
の
あ
る
茅
で
神
の
敷
物
を
作
り
、
五
色
の
土
を
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加
え
雑
ぜ
、
つ
き
か
た
め
て
封
壇
を
つ
く
り
、
遠
方
の
珍
し
い
獸
や
鳥
、
白
雉
な
ど
を
放
ち
、
さ
さ
げ
物
を
や
や
増
し
た
が
、

、
牛
、
犀
、
象
の
類
は
用
い
な
か
っ
た
。
薦
め
る
と
き
の
祝
詞
は
「
天
は
皇
帝
に
泰
元
の
神
策
を
増
し
お
与
え
下
さ
れ
、
暦
は
一
周
り
し
て
復
た
始
ま
り
に
戻
り
ま
し
た
、
皇
帝
は
敬
し
ん
で
泰
霊
に
拝
し
ま
す
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
夜
流
星
の
よ
う
な
光
が
あ
り
、
昼
白
雲
が
封
壇
の
中
か
ら
立
ち
上
っ
た
。
そ
こ
で
明
堂
を

水
の
上
に
建
設
し
、
諸
侯
に
命
じ
て
各
自
泰
山
の
下
に
邸
を
建
て
さ
せ
た
。
天
子
の
車
駕
は
前
後
五
度
泰
山
に
訪
れ
て
天
を
祠
っ
た
。
元
鼎
六
年
に
封
を
行
い
天
に
報
告
し
た
の
で
、
元
鼎
を
元
封
と
改
元
し
た
が
、
そ
の
時
武
帝
は
す
で
に
四
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
武
帝
が
探
し
当
て
た
玉
策
に
ど
う
し
て
そ
れ
よ
り
少
な
い
十
八
な
ど
と
書
い
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。た
と
え
そ
の
通
り
十
八
と
あ
っ
た
に
し
ろ
、
あ
ら
た
か
な
神
の
下
さ
れ
る
禍
福
に
は
、
必
ず
応
験
が
有
る
は
ず
で
、
ま
に
あ
わ
せ
に
八
十
と
逆
さ
読
み
に
し
た
ぐ
ら
い
で
、
ど
う
し
て
神
を
あ
ざ
む
い
て
長
寿
を
招
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
奉
車
の
子
侯
は
帝
の
側
仕
え
の
弄
臣
で
あ
る
か
ら
、
封
禅
の
事
に
預
か
る
は
ず
は
な
い
の
に
、
ど
う
し
て
封
泥
の
印
を
と
っ
て
石
を
隠
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
子
侯
は
急
病
で
死
ん
だ
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
武
帝
は
深
く
哀
悼
し
た
の
で
あ
る
。
又
、
武
帝
は
仙
人
と
六
博
の
対
戦
を
し
た
と
か
、
石
の
中
で
碁
を
打
っ
た
と
か
、
馬
の
蹄
の
跡
が
今
で
も
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
か
と
い
う
話
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
で
た
ら
め
な
話
は
一
つ
や
二
つ
で
は
な
い
。
私
は
力
量
も
無
い
の
に
東
嶽
泰
山
郡
の
太
守
に
補
任
さ
れ
、
素
餐
す
る
こ
と
六
年
に
な
る
。
し
ば
し
ば
、
泰
山
の
祈
祠
を
営
み
、
そ
の
折
に
賢
人
で
泰
山
の
こ
と
に
通
じ
て
い
る
長
老
に
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
璽
を
押
し
た
処
も
知
ら
な
い
し
、
石
碑
の
刻
文
も
か
す
か
で
読
み
に
く
く
、
特
に
金
筐
に
入
っ
た
玉
策
で
寿
命
を
占
う
こ
と
事
な
ど
な
い
と
言
っ
た
。『
春
秋
公
羊
傳
』
に
「
人
を
介
し
て
聞
く
こ
と
は
自
分
の
眼
で
見
る
こ
と
に
如
か
ず
」
と
い
う
よ
う
に
、
自
分
の
目
で
見
た
長
老
こ
そ
が
精
確
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
書
伝
に
「
五
帝
は
聖
人
で
あ
っ
た
が
死
ん
だ
。
三
王
は
仁
人
で
あ
っ
た
が
死
ん
だ
。
五
覇
は
智
者
で
あ
っ
た
が
死
ん
だ
」
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
帝
王
も
諸
侯
も
命
が
尽
き
崩
薨
す
る
日
ま
で
、
皆
百
年
も
命
を
保
つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。『
詩
經
』
大
雅
「
下
武
」
の
詩
に
「
三
后
は
天
に
い
ま
す
」
と
あ
る
し
、『
論
語
』
顔
淵
篇
で
孔
子
は
「
古
し
え
よ
り
皆
死
有
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
「
黄
帝
は
橋
山
に
葬
ら
れ
た
」
と
書
い
て
あ
る
の
に
、
竜
に
騎
っ
て
天
に
升
っ
た
な
ど
と
は
、
ま
あ
な
ん
と
怪
し
げ
な
こ
と
で
は
な
い
か
。「
烏
号
の
弓
」
は
、
柘
桑
の
林
の
枝
は
よ
く
暢
び
茂
り
、
烏
が
そ
の
上
に
登
る
と
、
下
に
垂
れ
て
地
面
に
着
く
ほ
ど
撓
む
の
で
、
烏
が
飛
び
た
つ
と
後
ろ
か
ら
撥
ね
上
が
っ
て
烏
を
撃
ち
殺
す
、
そ
れ
ほ
ど
に
こ
の
枝
の
撓
み
は
弓
に
適
し
て
い
る
の
で
、
柘
桑
で
作
っ
た
弓
を
「
烏
号
」
と
名
づ
け
た
の
で
あ
る
。（
黄
帝
と
は
関
係
な
い
。）
４
葉
令
祠
俗
①
、
孝
明
帝
時
、

書
3
河
東
王
喬
,
爲
葉
令
、
喬
有
d
術
、
4
月
朔
常
詣
臺
朝②
。
帝
怪
其
來
數
而
無
車
騎
、
密
令
太
史
候
望③
。
言
其
臨
至
時
、
常
有
雙
鳧
從
東
南
飛
來④
。
因
伏
伺
、
見
鳧
、
舉
羅
、
但
得
一
雙
-
耳
。
使

方⑤
識
5
、
四
年
中
所
賜

書
官
屬
履
也
。
4
當
朝
時
、
葉
門
鼓
不
6
自
鳴
、
聞
於
京
師
。
後
天
下
一
玉
棺
於
廳
事
前
、
令
臣
吏
試
入
、
終
不
動
搖
。
喬
曰
「
天
帝
獨
欲
召
我
。」
沐
浴
服
.
、
寢
其
中
、
蓋
便
立
覆
。
宿
夜
葬
於
城
東
、
土
自
成
墳
。
縣
中
牛
皆
流
汗
吐
舌
、
而
人
無
知

。
百
姓
爲
立
祠
、
號
葉
君
祠
。
牧
守
班
7⑥
、
皆
先
8
拜
。
吏
民

9
、
無
不
如
意
、
若
有
/
犯
、
立
得

。
明
帝

取
其
鼓
、
置
:
亭⑦
下
、
略
無
音
聲
、
但
云
「
葉⑧
」。
太
史
候
望
、
在
上
西
門
上
、
"
以
占
星
辰
、
省
察
氣
;⑨
。
言
此
令

僊
人
王
喬

也
。

按
、『
春
秋
左
氏
傳
』、「
葉
公
子
高
、
姓
沈
名

梁
、
古
者
令
曰
公
、
忠
於
<
稷
、
惠
恤
萬
民
、
方
城
之
外
、
莫
不
欣
戴
。
白
公

作
亂
、

子
西
子
期
、
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劫
惠
王
以
兵
。
葉
公
自
葉
而
入
、
至
于
北
門
、
或
!
之
曰
『
君
胡
不
冑
。
國
人
望
君
如
望
慈
父
母
焉
。
盜
賊
之
矢
若
傷
君
、
是
0
民
望
也
。
若
之
何
不
冑
。』
乃
冑
而

。
又
!
一
人
曰
『
何
爲
冑
。
國
人
望
君
如
望

焉
、
日
日
以
幾
。
若
見
君
面
、
是
得
艾
也
。
人
知
不
死
、
其
亦
無
有
奮
心
、
1
將
旌
君
以
徇
於
國
、
而
又
掩
面
以
0
民
望
、
不
亦
甚
乎
。』
乃

冑
而

之
、
與
國
人
攻
白
公
。
白
公
奔
山
而
2
、
生
烹
石
乞
、

反
惠
王
、
整
肅
官
司
、
3
而
老
於
葉
。」
及
其
終
也
、
葉
人
4
思
而
立
祠
。
功
施
於
民
、
以
勞
定
國
、5
茲
二
事
、
固
祠
典
之
所
先
也
。
此
乃
春
秋
之
時
、
何
有
6
孝
明
乎
。
周
書
稱
「
靈
王
太
子
晉
、
幼
有
盛

、
聰
明

7
、
師
曠
與
言
、
弗
能

也
。
晉
年
十
五
、
顧
而
問
曰
『
吾
聞
大
師
能
知
人
年
之
短
長
也
。』
師
曠
對
曰
『
女
色
赤
白
、
女
聲
=
、
女
色
不
壽
。』
晉
曰
『
然
、
吾
後
三
年
將
上
>
於
天
、
女
愼
無
言
、

將
及
女
。』
其
後
太
子
果
死
。
孔
子
聞
之
曰
『
惜
夫
。

吾
君
也
。』」
後
世
以
其
自
豫
知
其
死
、
傳
稱
王
子
喬
仙
。
或
人
問
仙
、
楊
雄
以
爲
8
羲
d
農
c
帝
堯
舜
殞
落
、
文
王
葬
畢
、
孔
子
葬
魯
城
之
北
。
獨
不
愛
其
死
乎
。
知
非
人
之
所
能
也
。
生
乎
、
生
乎
。
吾
恐
名
生
而
實
死
也
。
國
家
畏
天
之
威
、
思
求
譴
告
、
故
於
上
西
門
城
上
候
望
。
6
太
史
寺
、
令
丞
躬
親
。
靈
臺
位
國
之
陽
、
別
安
在
宮
中
、
懼
有
得
失
、
故
參
之
也
。
何
有
伺
一
飛
鳧
、
"
建
其
處
乎
。
世
之
矯
誣
、
豈
一
事
哉
。
〔
注
〕
①
『
後
f
書
』
方
術
列
傳
上
、『
水
經
注
』
汝
水
に
こ
の
俗
説
と
ほ
ぼ
同
様
の
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
②
「
朔
」
字
、
方
術
列
傳
上
は
「
朔
望
」
に
『
水
經
注
』
は
「
望
」
に
作
る
。「
臺
」
は

書
臺
を
い
う
。
③
『
續
f
書
』
百
官
志
二
「
太
史
令
一
人
、
六
百
石
。
本
注
曰
、
掌
天
時
星
,
。
凡

將
終
、
奏
新
年
,
。
凡
國
祭
祀
喪
娶
之
事
、
掌
奏
良
日
及
時

禁
忌
。
凡
國
有
瑞
應
災
異
、
掌
記
之
。
丞
一
人
。
明
堂
及
靈
臺
丞
一
人
、
二
百
石
。
本
注
曰
、
二
丞
、
掌
守
明
堂
靈
臺
。
靈
臺
掌
候
日
月
星
氣
、
皆
屬
太
史
。」「
明
堂
」「
靈
臺
」
は
洛
陽
城
の
南
郊
に
あ
っ
た
。
④
「
鳧
」は
雁
鴨
科
の
水
鳥
。「
葉
県
」は
洛
陽
の
東
南
約
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
っ
た
。
⑤
『
續
f
書
』
百
官
志
三
「

方
令
一
人
、
六
百
石
。
本
注
曰
、
掌
上
手
工
作
御
刀
劔

好
?
物
。
丞
一
人
。」
⑥
班
禄
に
同
じ
。
班
位
、
す
な
わ
ち
朝
廷
で
の
位
次
と
俸
禄
。
こ
こ
で
は
州
牧
や
郡
太
守
に
任
官
さ
れ
る
こ
と
か
。
⑦
都
邑
の
駅
舎
。
⑧
「
但
云
葉
」
三
字
、
方
術
列
傳
上
『
水
經
注
』
に
な
し
。
⑨
『
洛
陽
伽
藍
記
』
序
例
「
西
面
有
四
門
。
南
頭
第
一
門
曰
西
明
門
、
f
曰
廣
陽
門
。
…
次
北
曰
西
陽
門
、
f
曰
雍
門
。
…
次
北
曰
9
闔
門
、
漢
曰
上
西
門
。
上
有
銅
:;
玉
衡
以
齊
七
政
。」
"%
『
春
秋
左
氏
傳
』
哀
公
十
六
年
「
子
木
、
其
子
曰

、
在
呉
子
。
西
欲
召
之
。
葉
公
曰
我
聞

也
詐
而
亂
、
無
乃
害
乎
。
…
（
子
西
）
弗
從
、
召
之
使
處
呉
、
竟
爲
白
公
。
…
（
白
公
）
"
作
亂
。
秋
七
月
、

子
西
子
期
于
朝
、
而
劫
惠
王
。
子
西
以
袂
掩
面
而
死
。
…
白
公
欲
以
子
閭
爲
王
、
子
閭
不
可
、
"
劫
以
兵
、
…
"
之
。
而
以
王
如
高
府
、
石
乞
尹
門
。
圉
公
陽
穴
宮
、
負
王
以
如
昭
夫
人
之
宮
。
葉
公
亦
至
及
北
門
。
或
!
之
曰
君
胡
不
冑
。
國
人
望
君
如
望
慈
父
母
焉
。
盜
賊
之
矢
若
傷
君
、
是
0
民
望
也
。
若
之
何
不
冑
。
乃
冑
而

。
又
!
一
人
曰
君
胡
冑
。
國
人
望
君
如
望

焉
、
日
日
以
幾
。
若
見
君
面
、
是
得
艾
也
。
民
知
不
死
、
其
亦
夫
有
奮
心
、
1
將
旌
君
以
徇
於
國
。
而
又
掩
面
以
0
民
望
、
不
亦
甚
乎
。
乃

冑
而

。
…
使
（
箴
尹
固
）
與
國
人
攻
白
公
。
白
公
奔
山
而
縊
、
其
徒
<
之
。
生
拘
石
乞
、
…
乃
烹
石
乞
…
、

梁
兼
二
事
、
國
寧
。
乃
使
寧
爲
令
尹
、
使
寛
爲
司
馬
。
而
老
於
葉
。」
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"'
杜
預
注
「
葉
公
、
子
高
、
沈

梁
也
。」『
水
經
注
』
汝
水
「
楚
惠
王
以
封

梁
子
高
、
號
曰
葉
公
城
。

子
高
之
故
邑
也
。」
")
呉
樹
平
は
、
こ
の
二
句
は
読
者
の
傍
注
が
抄
刻
の
過
程
で
正
文
に
紛
れ
込
ん
だ
も
の
と
い
う
。
"#
こ
の
四
句
、『
左
傳
』
に
な
い
。『
左
傳
』
僖
公
四
年
「（
楚
使
屈
完
）
對
曰
…
楚
國
方
城
以
爲
城
、
f
水
以
爲
池
、
雖
衆
無
所
用
之
。」
杜
預
注
「
方
城
山
在
南
陽
葉
縣
南
。」
"+
杜
預
注
「
冀
君
來
。」
"-
杜
預
注
「
旌
、
表
也
。」
".
「
之
」
字
、『
左
傳
』
に
な
い
。
今
『
左
傳
』
に
従
う
。
"/
杜
預
注
「
石
乞
、

之
徒
。」
"$
『
水
經
注
』
汝
水
「
醴
水
又
東
逕
葉
公
廟
北
、
廟
前
有
葉
公
子
高
諸
梁
碑
、
舊
秦
f
之
世
、
廟
*
有
雙
闕
几
筵
、
c
巾
之
亂
、
残
毀
頽
闕
。」
"0
『
禮
記
』
祭
法
「
夫
聖
王
之
制
祭
祀
也
、
法
施
於
民
則
祀
之
、
以
死
@
事
則
祀
之
、
以
勞
定
國
則
祀
之
、
能
禦
大
=
則
祀
之
、
能
捍
大
患
則
祀
之
。」
1%
今
本
『
>
周
書
』
に
「
靈
王
太
子
晉
、
幼
有
盛

、
聰
明

達
」「
孔
子
聞
之
曰
惜
夫
。

吾
君
也
」
は
な
く
、
ま
た
逆
に
こ
こ
に
見
え
な
い
事
項
も
多
く
載
せ
る
。『
潛
夫
論
』
志
氏
姓
「
周
靈
王
之
太
子
晉
、
幼
有
成

、
聰
明

7
、
A
恭
敦
B
。
…
晉


公
使
叔
譽
聘
於
周
、
見
太
子
、
與
之
言
、
五
稱
而
三
窮
、
逡

而
3
、
歸
告


公
曰
太
子
晉
行
年
十
五
、
而
譽
弗
能
與
言
、
君
?
事
之
。

公
@
師
曠
見
太
子
晉
。
太
子
晉
與
語
、
師
曠
服

、
深
相
結
也
。
乃
問
曠
曰
吾
聞
太
師
能
知
人
年
之
長
短
。
師
曠
對
曰
女
色
赤
白
、
女
聲
=
汗
、
火
色
不
壽
。
晉
曰
然
、
吾
後
三
年
將
上
>
于
帝
、
女
愼
無
言
、
殃
將
及
女
。
其
後
三
年
而
太
子
死
。
孔
子
聞
之
曰
惜
夫
。

吾
君
也
。
世
人
以
其
豫
自
知
去
期
、
故
傳
稱
王
子
喬
仙
。
仙
之
後
、
其
嗣
A
周

於
晉
、
家
于


陽
、
因
氏
王
氏
。
其
後
子
孫
世
喜
養
性
d
仙
之
術
。」
1'
揚
雄
『
法
言
』
君
子
「
或
問
、
人
言
仙

、
有

乎
。
吁
、
吾
聞
、
伏
羲
d
農
歿
、
c
帝
堯
舜
B
落
而
死
、
文
王
畢
、
孔
子
魯
城
之
北
。
獨
子
愛
其
死
乎
。
非
人
之
所
及
也
。
仙
亦
無

子
之
彙
矣
。
或
曰
聖
人
不
師
仙
、
厥
術
異
也
。
聖
人
之
於
天
下
、
恥
一
物
之
不
知
、
仙
人
之
於
天
下
、
恥
一
日
之
不
生
。
曰
、
生
乎
、
生
乎
。
名
生
而
實
死
也
。」
1)
自
ら
従
事
す
る
こ
と
。『
詩
經
』
小
雅

南
山
「
弗
躬
弗
親
、
庶
民
弗
信
」
(
玄
箋
「
此
言
王
之
政
、
不
躬
而
親
之
、
則
恩
澤
不
信
於
衆
民
。」
1#
注
③
参
照
。
〔
訓
読
〕
俗

に
い
ふ
、
孝
明
帝
の
時
、

書
3
の
河
東
の
王
喬
,
り
て
葉
令
爲
り
、
喬
に
d
術
有
り
て
、
毎
月
朔
に
常
に
臺
に
詣
り
て
朝
す
。
帝
其
の
來
た
る
こ
と
數
し
ば
に
し
て
而
も
車
騎
無
き
を
怪
し
み
、密
か
に
太
史
を
し
て
候
望
せ
し
む
。
其
の
至
る
時
に
臨
み
、
常
に
雙
鳧
の
東
南
從
り
飛
來
す
る
こ
と
有
り
と
言
ふ
。
因
り
て
伏
し
て
伺
ひ
、
鳧
を
見
る
や
、
羅
を
舉
ぐ
る
に
、
但
だ
一
雙
の
-
を
得
る
の
み
。

方
を
し
て
識
5
せ
し
む
れ
ば
、
四
年
中
に
賜
ふ
所
の

書
の
官
屬
の
履
な
り
。
4
に
朝
す
る
の
時
に
當
た
り
て
、
葉
の
門
鼓
6
た
ざ
る
に
自
ら
鳴
り
、
京
師
に
聞
こ
ゆ
。
後
天
一
玉
棺
を
廳
事
の
前
に
下
す
、
臣
吏
を
し
て
試
み
に
入
ら
し
む
も
、
終
に
動
搖
せ
ず
。
喬
曰
く
「
天
帝
獨
り
我
を
召
さ
ん
と
欲
す
」
と
。
沐
浴
服
.
し
、
其
の
中
に
寢
ぬ
れ
ば
、
蓋
便
ち
立
ち
ど
こ
ろ
に
覆
ふ
。
宿
夜
城
東
に
葬
れ
ば
、
土
自
ら
墳
を
成
す
。
縣
中
の
牛
皆
汗
を
流
し
舌
を
吐
く
も
、
而
し
て
人
の
知
る

無
し
。
百
姓
爲
に
祠
を
立
て
、
葉
君
祠
と
號
す
。
牧
守
班
7
、
皆
先
に
謁
拜
す
。
吏
民

9
す
れ
ば
、
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
無
し
、
若
し
/
犯
有
れ
ば
、
立
ち
ど
こ
ろ
に

を
得
。
明
帝
其
の
鼓
を

へ
取
り
、
:
亭
の
下
に
置
く
も
、
略
ぼ
音
聲
無
く
、
但
だ
「
葉
」
と
云
ふ
の
み
。
太
史
候
望
し
、
上
西
門
の
上
に
在
り
、
"
に
以
て
星
辰
を
占
ひ
、
氣
;
を
省
察
す
。
此
の
令

ち
僊
人
王
喬
と
い
ふ

な
り
と
言
ふ
。
（
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
ん
で
按
ず
る
に
、『
春
秋
左
氏
傳
』
に
、「
葉
公
子
高
、
姓
は
沈
名
は

梁
、
古
は
令
を
公
と
曰
ふ
、
<
稷
に
忠
に
し
て
、
萬
民
を
惠
恤
し
、
方
城
の
外
、
欣
戴
せ
ざ
る
は
莫
し
。
白
公

亂
を
作
し
、
子
西
、
子
期
を

し
、
惠
王
を
劫
か
す
に
兵
を
以
て
す
。
葉
公
葉
よ
り
入
り
て
、
北
門
に
至
る
。
或
ひ
と
之
に
!
ひ
て
曰
く
『
君
胡
ぞ
冑
せ
ざ
る
や
。
國
人
君
を
望
む
こ
と
慈
父
母
を
望
む
が
如
し
。
盜
賊
の
矢
若
し
君
を
傷
つ
く
れ
ば
、
是
れ
民
の
望
み
を
0
つ
な
り
。
之
を
若
何
せ
ん
と
し
て
冑
せ
ざ
る
や
』
と
。
乃
ち
冑
し
て

む
。
又
一
人
に
!
へ
ば
曰
く
『
何
爲
れ
ぞ
冑
す
る
や
。
國
人
君
を
望
む
こ
と

を
望
む
が
如
く
、
日
日
以
て
幾
ふ
。
若
し
君
の
面
を
見
れ
ば
、
是
れ
艾
を
得
る
な
り
。
人
死
な
ざ
る
を
知
り
、
其
れ
亦
た
奮
心
有
る
こ
と
無
か
ら
ん
か
。
1
ほ
將
に
君
を
旌
し
て
以
て
國
に
徇とな
へ
ん
と
せ
ん
。
而
し
て
又
面
を
掩
ひ
以
て
民
の
望
を
0
つ
は
、
亦
た
甚
し
か
ら
ず
や
』
と
。
乃
ち
冑
を

じ
て

み
、
國
人
と
と
も
に
白
公
を
攻
む
。
白
公
山
に
奔
り
て
2
く
。
石
乞
を
生
烹
す
。
惠
王
を

へ
反
し
、
官
司
を
整
肅
し
、
3
き
て
葉
に
老
ゆ
」
と
。
其
の
終
る
に
及
ぶ
や
、
葉
人
4
思
し
て
祠
を
立
つ
。
功
民
に
施
し
、
勞
を
以
て
國
を
定
む
。
茲
の
二
事
を
5
ぬ
る
は
、
固
よ
り
祠
典
の
先
に
す
る
所
な
り
。
此
れ
乃
ち
春
秋
の
時
な
り
、
何
ぞ
6
く
孝
明
の
こ
と
有
ら
ん
や
。
周
書
稱
す
「
靈
王
の
太
子
晉
、
幼
く
し
て
盛

有
り
、
聰
明
に
し
て
7
。
師
曠
與
に
言
ひ
、くは
ふ
る
能
は
ざ
る
な
り
。
晉
年
十
五
、
顧
て
問
ひ
て
曰
く
『
吾
大
師
能
く
人
の
年
の
短
長
を
知
る
と
聞
く
な
り
』
と
。
師
曠
對
へ
て
曰
く
『
女
な
ん
ぢ
の
色
赤
白
、
女
の
聲
=
し
、
女
の
色
壽
な
ら
じ
』
と
。
晉
曰
く
『
然
り
、
吾
後
三
年
將
に
天
に
上
>
せ
ん
と
す
。
女
愼
み
て
言
ふ
無
か
れ
、

將
に
女
に
及
ば
ん
と
す
』
と
。
其
の
後
太
子
果
し
て
死
す
。
孔
子
之
を
聞
き
て
曰
く
『
惜
し
い
か
な
、
吾
が
君
を
殺
す
な
り
』
と
。」
後
世
其
の
自
ら
豫
め
其
の
死
を
知
る
を
以
て
、
傳
へ
て
王
子
喬
仙
す
と
稱
す
。
或
人
仙
を
問
ふ
に
、
楊
雄
以
爲
へ
ら
く
、
8
羲
、
d
農
、
c
帝
、
堯
、
舜
殞
落
し
、
文
王
畢
に
葬
ら
れ
、
孔
子
魯
城
の
北
に
葬
ら
る
、
獨
り
其
の
死
を
愛
し
ま
ざ
る
や
、
人
の
能
く
す
る
所
に
非
ざ
る
を
知
る
。
生
か
、
生
か
、
吾
恐
る
名
は
生
に
し
て
實
は
死
な
る
を
、
と
。
國
家
天
の
威
を
畏
れ
、
譴
告
を
思
求
す
。
故
に
上
西
門
城
上
に
於
て
候
望
す
。
太
史
寺
に
近
く
、
令
丞
躬
親
す
。
靈
臺
國
の
陽
に
位
す
。
別
に
宮
中
に
安
在
す
る
は
、
得
失
有
る
を
懼
れ
、
故
に
之
を
參
す
る
な
り
。
何
ぞ
一
飛
鳧
を
伺
ひ
、
"
に
其
の
處
を
建
つ
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
世
の
矯
誣
、
豈
に
一
事
な
ら
ん
や
。
〔
訳
〕
俗
説
に
次
の
よ
う
に
云
う
。
孝
明
帝
の
時
、
尚
書
郎
の
河
東
の
王
喬
は
葉
県
の
令
に
転
任
し
た
。
喬
は
神
術
を
使
う
こ
と
が
で
き
、
転
任
後
も
毎
月
一
日
に
常
に
尚
書
台
に
登
庁
し
朝
見
し
て
い
た
。
帝
は
彼
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
来
朝
し
、
し
か
も
乗
っ
て
き
た
車
馬
が
無
い
こ
と
を
怪
し
み
、
密
か
に
太
史
に
や
っ
て
く
る
と
こ
ろ
を
観
望
さ
せ
た
。
太
史
は
「
王
喬
が
登
庁
す
る
と
き
、
常
に
二
羽
の
カ
モ
が
（
葉
県
の
あ
る
）
東
南
の
方
向
か
ら
飛
来
し
ま
す
」
と
報
告
し
た
。
そ
れ
か
ら
隠
れ
て
伺
い
、
カ
モ
を
見
つ
け
る
や
網
を
挙
げ
て
捕
ら
え
さ
せ
た
が
、
網
に
入
っ
た
の
は
一
足
の
-くつ
だ
っ
た
。
尚
方
に
調
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
四
年
に
尚
書
の
役
人
に
賜
っ
た
履
物
だ
っ
た
。
王
喬
が
登
庁
す
る
時
、
い
つ
も
葉
県
の
城
門
の
太
鼓
が
誰
も
打
た
な
い
の
に
自
然
と
鳴
り
、
都
洛
陽
に
ま
で
聞
こ
え
た
。
そ
の
後
葉
県
の
役
所
の
中
庭
に
天
か
ら
玉
棺
が
一
つ
落
ち
て
き
た
。
王
喬
が
部
下
の
役
人
に
試
し
に
中
に
入
ら
せ
た
が
、
全
く
動
く
気
配
は
な
か
っ
た
。
王
喬
は
「
天
帝
は
た
だ
私
一
人
を
お
召
し
に
な
り
た
い
の
だ
」
と
言
い
、
沐
浴
し
正
装
し
て
玉
棺
の
中
に
寝
た
と
こ
ろ
、
玉
棺
の
蓋
が
立
ち
ど
こ
ろ
に
し
ま
っ
た
。
未
明
に
町
の
東
に
葬
る
と
、
土
が
自
然
と
盛
り
上
が
っ
て
墳
丘
と
な
っ
た
。
そ
の
と
き
県
中
の
牛
が
皆
（
ま
る
で
重
労
働
を
さ
せ
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
）
舌
を
垂
ら
し
て
汗
を
流
し
た
が
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
人
は
い
な
か
っ
た
。葉
県
の
民
は
王
喬
の
た
め
に
祠
を
立
て
、
葉
君
祠
と
呼
ん
だ
。
州
牧
や
郡
太
守
の
任
官
が
あ
る
時
、
任
官
を
望
む
も
の
は
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皆
先
ず
葉
君
祠
に
参
拝
し
た
。
吏
や
民
が
葉
君
祠
に
祈
祷
す
る
と
、
な
ん
で
も
願
い
が
叶
っ
た
。
し
か
し
祈
祷
し
た
時
に
約
束
し
た
と
お
り
供
え
物
を
し
な
い
と
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
罰
が
下
さ
れ
た
。
明
帝
は
ひ
と
り
で
に
鳴
る
太
鼓
を
取
り
寄
せ
て
駅
舎
に
置
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
音
は
な
ら
ず
、
た
だ
「
葉
し
ょ
う
」
と
い
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
太
史
が
王
喬
を
観
察
し
た
の
は
洛
陽
城
の
上
西
門
の
上
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
そ
の
ま
ま
星
辰
と
気
祥
を
観
測
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
葉
県
の
令
は
あ
の
僊
人
の
王
喬
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
謹
ん
で
考
究
い
た
し
ま
す
。
『
春
秋
左
氏
傳
』（
哀
公
十
六
年
）
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
葉
公
子
高
（
姓
名
は
沈
諸
梁
と
い
う
。
か
つ
て
は
令
を
公
と
呼
ん
だ
）
は
楚
の
社
稷
に
忠
を
尽
く
し
、
万
民
を
慈
し
ん
だ
の
で
、
楚
の
方
城
の
北
側
の
葉
の
人
々
は
こ
ぞ
っ
て
公
を
仰
い
で
い
た
。
白
公
勝
が
乱
を
起
こ
し
、
令
尹
の
子
西
と
子
期
を
殺
し
、
武
器
を
も
っ
て
惠
王
を
脅
し
た
。
葉
公
が
葉
か
ら
都
の
郢
に
入
り
宮
殿
の
北
門
に
駆
け
つ
け
た
。そ
こ
で
彼
に
出
会
っ
た
人
が
、『
な
ぜ
冑
を
被
っ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
す
か
。
国
人
は
あ
な
た
の
こ
と
を
ま
る
で
慈
父
母
の
よ
う
に
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
す
。盗
賊
の
矢
が
も
し
あ
な
た
を
傷
つ
け
た
な
ら
、
民
の
望
み
が
絶
た
れ
ま
す
。
ど
う
し
て
冑
を
被
っ
て
お
ら
れ
な
い
の
で
す
か
』
と
言
っ
た
の
で
、
葉
公
は
冑
を
被
っ
て
進
ん
だ
。
次
に
出
会
っ
た
人
は
、『
ど
う
し
て
冑
を
被
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
す
か
。
国
人
は
あ
な
た
を
ま
る
で
稔
り
を
待
ち
望
む
か
の
よ
う
に
、
日
日
待
ち
望
ん
で
お
り
ま
し
た
。
も
し
あ
な
た
の
顔
を
見
れ
ば
、
安
心
す
る
で
し
ょ
う
に
。
あ
な
た
が
来
た
の
で
も
う
死
な
ず
に
す
む
の
だ
と
知
れ
ば
、
人
々
は
き
っ
と
心
を
奮
い
立
た
せ
る
で
し
ょ
う
に
。
そ
し
て
あ
な
た
の
功
を
国
中
に
ふ
れ
ま
わ
る
で
し
ょ
う
に
。
そ
れ
な
の
に
顔
を
お
お
っ
て
し
ま
わ
れ
て
は
民
の
望
を
ひ
ど
く
裏
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
』
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
冑
を
と
っ
て
進
み
、
国
人
と
と
も
に
白
公
を
攻
め
た
。
白
公
は
山
に
逃
げ
て
自
殺
し
た
。
白
公
の
部
下
の
石
乞
を
生
け
捕
り
に
し
て
烹
殺
し
た
。
恵
王
を
迎
え
て
復
位
さ
せ
、
令
尹
な
ど
を
任
じ
て
楚
の
宮
廷
を
粛
正
し
、
葉
に
引
退
し
た
。」
葉
公
が
亡
く
な
る
と
、葉
の
人
は
彼
を
追
思
し
て
祠
を
立
て
た
。「
功
を
民
に
施
し
、
苦
労
し
て
国
を
安
定
さ
せ
る
」
と
い
う
二
つ
の
功
績
を
兼
ね
備
え
る
の
は
、
祭
祀
を
さ
だ
め
る
法
典
が
優
先
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
葉
公
の
為
に
祠
が
立
て
ら
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。「
葉
君
祠
」が
立
て
ら
れ
た
の
は
春
秋
の
時
な
の
で
あ
り
、
孝
明
帝
の
よ
う
な
近
い
時
代
の
こ
と
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
『
周
書
』
に
は
、「
周
の
霊
王
の
太
子
晋
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
盛
徳
が
あ
り
、
聡
明
博
達
で
あ
っ
た
。
晋
の
平
公
の
命
に
よ
り
彼
に
会
い
に
ゆ
き
語
り
合
っ
た
師
曠
は
彼
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
十
五
歳
で
あ
っ
た
晋
は
師
曠
に
尋
ね
た
、『
私
は
大
師
が
人
の
寿
命
の
長
短
が
わ
か
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
。』
師
曠
は
『
あ
な
た
の
色
は
赤
と
白
で
、
声
は
澄
ん
で
い
ま
す
。
あ
な
た
の
色
か
ら
す
る
と
長
寿
で
は
な
い
で
し
ょ
う
』
と
答
え
た
。
晋
は
言
っ
た
、『
そ
の
と
お
り
で
す
。
私
は
三
年
後
に
天
に
招
か
れ
て
上
る
で
し
ょ
う
。
ど
う
か
口
外
し
な
い
で
下
さ
い
。
さ
も
な
い
と
あ
な
た
に
禍
が
及
ぶ
で
し
ょ
う
か
ら
。』
そ
の
後
太
子
は
予
言
ど
お
り
死
ん
だ
。孔
子
は
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、『
惜
し
い
こ
と
だ
、
私
の
君
を
殺
し
て
し
ま
っ
た
』
と
言
っ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
後
世
の
人
は
、
晋
が
自
ら
の
死
を
予
め
知
っ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
王
子
喬
は
升
仙
し
た
と
称
え
伝
え
た
。
或
る
人
が
楊
雄
に
仙
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
楊
雄
は
「
8
羲
、
神
農
、
黄
帝
、
堯
、
舜
も
殞
落
し
、
文
王
も
畢
に
葬
ら
れ
、
孔
子
も
魯
城
の
北
に
葬
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
そ
の
死
を
惜
し
ま
れ
な
い
人
が
一
人
で
も
い
よ
う
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
仙
な
ど
不
可
能
な
こ
と
が
わ
か
る
。
生
か
、
生
か
。
仙
と
な
っ
て
生
き
続
け
て
い
る
と
い
い
な
が
ら
本
当
は
死
ん
だ
の
だ
ろ
う
、
と
私
は
疑
っ
て
い
る
」
と
答
え
た
。
（
一
三
）
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『風俗義』正失篇訳注稿（上）
皇
帝
は
天
の
威
を
畏
れ
、
天
の
下
さ
れ
る
譴
告
を
察
知
し
よ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
こ
そ
洛
陽
城
の
上
西
門
の
上
で
天
象
を
観
測
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
は
太
史
の
役
署
に
近
く
、
太
史
令
と
丞
が
自
ら
そ
の
職
務
に
従
事
し
て
い
る
。
霊
台
が
洛
陽
城
の
南
に
設
置
さ
れ
こ
こ
で
天
象
の
観
測
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
宮
中
で
も
太
史
が
観
測
す
る
の
は
、
霊
台
の
み
で
は
見
逃
し
が
あ
る
の
を
懼
れ
、
両
者
の
観
測
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
カ
モ
が
飛
ん
で
く
る
の
を
伺
う
た
め
に
上
西
門
の
観
測
所
を
設
け
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
。
世
間
の
歪
曲
は
こ
の
一
事
だ
け
で
は
な
い
が
。
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